
               

 

 

 

 

    退院後も              あなたの 

             つなぎます             こころとからだ 

 

 夏も終わりと申しながらまだまだ暑い日が続きますが、皆様はお元気で 

お過ごしでしょうか？ 

今回は、昨年１月より開設されました『訪問看護ステーション プラム』で 

介護支援専門員（ケアマネージャー）として従事している小玉由貴さんが取得 

されました『認知症ケア専門士』についての紹介です。 

 

 

                                  

 

◎認知症ケア専門士とは、どんなことをする人ですか。 

日本認知症ケア学会が認定する更新制の資格（民間資格）で、認知症ケアに対する学識と技術、

および倫理観を備え、ケア技術の向上ならびに保健福祉に貢献する事を目的としています。認知症

に対する相談や研究・学会発表をしています。 

 

◎その資格を知ったきっかけは？ 

                    前職場の先輩が資格を持っていました。 

◎認定を受けるにはどのような資格や勉強が必要ですか？ 

                    受験する年から過去１０年間において、３年以上の認知症

ケアの実務経験がある方に限られます。 勉強内容としては

認知症の人が過去、どんな扱いを受け現在に至るか、最新の

研究データ、効果的な対処方法等です。あと、倫理観的なも

のです。 

◎試験を受けての苦労話や感想を聞かせてください。 

 一次試験会場が京都で、一人で行って迷子になり焦りました。 

 試験を受けるというのは、受験生のような非日常的な緊張感と達成感があってよいと思っています。 

◎この資格を活かせる場面はどんな場所・時でしょうか？ 

 認知症を抱える家族さんから、相談を受けた時に自信を持って相談を受けれるようになると思います。 

 認知症の方は増加の一途、６５歳以上で６人に１人は抱えていると推定されます。施設、病院を問わ

ず、日常的に活かす機会は増えてくるのではないでしょうか 

◎今後の抱負を聞かせてください。 

 これからも、地域の方々と共に温かい街づくりに貢献していきたいです。 

 地域包括ケアシステムの構築に向けて、自分にできる地域づくりをしたいと考えています。 

 
お忙しいところ、お話を頂きありがとうございました。 
介護のニーズは高まり続けている中、益々のご活躍を期待しております。 
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今後も、ＩＨＩ播磨病院の各部門・先生・スタッフの紹介をします。 

次回のＴ・ＴＡＫ新聞もお楽しみに！！ 

バックナンバーは 病院ホームページ http://www.harima-hp.jp からご覧いただけます。 
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